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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2018年６月28日に提出いたしました第85期（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部 企業情報

第２ 事業の状況

１ 経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

(訂正前)

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】
　
　 (省略)
　

7.経営基盤の強化

　事業活動を最大化させるための人材戦略を推進し、業容拡大に向けた業務最適化と管理体制を構築するとと

もにコンプライアンスの強化を更に推進します。
　
　 (省略)

　

３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　 (省略)

（2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　 (省略)
　

また、国内外における同業他社とのシェア争いは厳しさを増すと考えられますが、今後の受注・販売増加に

向けた具体策として以下を実行することで、下記2018年度及び2020年度の目標数値の達成に向け努力してまい

ります。

　

a. 当社が中長期的成長商品と位置付けているFCV用水素ステーション向け圧縮機の機能向上

b. アフターサービスも含めた販売促進のための体制・体質強化を目的とした営業部門と設計部門の更なる

組織改編

c. 研究開発や品質向上を加速させるための経営陣の管掌範囲の見直し

なお、当社は企業価値向上を重要な経営課題の一つと考えており、そのため売上高・経常利益・純利益

の他、ＲＯＥ（自己資本利益率）を重要な指標として位置づけており、「2017中期経営計画」において

は、２年目の2018年度と最終年度である2020年度に下記計数目標を設定しております。
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2018年度 2020年度

経営指標 目標 目標

売上高 63億円 75億円

経常利益 5.5億円 8億円

純利益 3.5億円 5億円

ＲＯＥ 5.5％ 7.5％

　

　 ③ 資本の財源および資金の流動性

　 (省略)

　(訂正後)

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　 (省略)

7.経営基盤の強化

　事業活動を最大化させるための人材戦略を推進し、業容拡大に向けた業務最適化と管理体制を構築するとと

もにコンプライアンスの強化を更に推進します。

（3）目標とする経営指標

当社は、企業価値向上を重要な経営課題の一つと考えており、そのため売上高・経常利益・純利益の他、ＲＯ

Ｅ（自己資本利益率）を重要な経営指標として位置づけており、「2017中期経営計画」においては、２年目の

2018年度と最終年度である2020年度に下記計数目標を設定しております。

2018年度 2020年度

経営指標 目標 目標

売上高 63億円 75億円

経常利益 5.5億円 8億円

純利益 3.5億円 5億円

ＲＯＥ 5.5％ 7.5％

　 (省略)

３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　 (省略)

（2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　 (省略)

また、国内外における同業他社とのシェア争いは厳しさを増すと考えられますが、今後の受注・販売増加に

向けた具体策として以下を実行することで、2018年度及び2020年度の目標数値の達成に向け努力してまいりま

す。

なお、目標数値につきましては「１[経営方針、経営環境及び対処すべき課題等] (3)目標とする経営指標」

をご確認ください。
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a. 当社が中長期的成長商品と位置付けているFCV用水素ステーション向け圧縮機の機能向上

b. アフターサービスも含めた販売促進のための体制・体質強化を目的とした営業部門と設計部門の更なる

組織改編

c. 研究開発や品質向上を加速させるための経営陣の管掌範囲の見直し

　③ 資本の財源および資金の流動性

　 (省略)
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１ 【有価証券報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長 鈴木 博士は、当社の第85期(自2017年４月１日 至2018年３月31日)の有価証券報告書の訂正

報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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